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第
二
帝
政
の
崩
壊
と
国
防
政
府

さ
て
、
普
墺
戦
争
に
勝
利
を
収
め
た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
で
は
あ
っ
た
が
、
ド
イ

ツ
統
一
が
一
気
に
進
捗
し
な
か
っ
た
の
は
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
な
ど
南
ド
イ
ツ
諸

邦
が
靡
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
プ
ロ
イ
セ
ン

よ
り
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
多
い
フ
ラ
ン
ス
に
親
和
感
を
抱
き
、「
北
ド
イ
ツ
連

邦
」
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
ド
イ
ツ
統
一
の
た
め
に

は
対
仏
戦
争
が
避
け
ら
れ
な
い
と
覚
悟
し
、
準
備
を
進
め
た
。
一
八
六
八
年
九
月

一
八
日
、
ス
ペ
イ
ン
九
月
革
命
の
発
生
で
西
王
イ
ザ
ベ
ル
二
世Isabel II
（
在
位

一
八
三
三
～
六
八
）
が
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
、
こ
れ
が

普
仏
戦
争（
独
仏
戦
争
、一
八
七
〇
～
七
一
年
）の
引
き
金
と
な
る
。
一
八
七
〇
年
、

に
わ
か
に
浮
上
し
た
ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
問
題
は
、
一
旦
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
族
の

レ
オ
ポ
ル
ト
大
公
を
後
継
者
に
す
る
こ
と
で
決
ま
り
か
け
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン

ス
の
厳
し
い
抗
議
を
受
け
て
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ツ
ン
家
は
辞
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
七
月
一
三
日
朝
、
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ラ
モ
ン
外
相G

ram
ont

の

指
示
を
受
け
た
駐
プ
ロ
イ
セ
ン
大
使
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
伯Vincent 

Benedetti

が
保
養
地
エ
ム
ス
に
滞
在
し
て
い
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
を
訪
ね
て

辞
退
の
確
約
を
重
ね
て
求
め
た
。
国
王
は
こ
れ
を
非
礼
と
受
け
止
め
、
申
し
入
れ

を
拒
否
す
る
と
と
も
に
午
後
の
引
見
予
定
も
取
り
消
し
た
。
こ
の
経
過
を
記
し
た

電
報
を
受
け
取
っ
た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
意
図
的
に
内
容
を
改
竄
し
て
公
表
し
、
フ
ラ

ン
ス
を
挑
発
す
る
と
同
時
に
、
ド
イ
ツ
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
火
を
点
け
た
の

で
あ
る
（
エ
ム
ス
電
報
事
件
）。
開
戦
準
備
に
怠
り
の
な
い
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
既

に
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
を
は
じ
め
と
す
る
南
ド
イ
ツ
四
領
邦
国
の
支
持
を
取
り
付

け
、
英
露
両
国
か
ら
も
好
意
的
中
立
の
感
触
を
得
て
い
た
。

そ
の
時
、
病
身
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
開
戦
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
が
、
皇

后
ウ
ジ
ェ
ニ
ーEugénie

や
そ
の
取
り
巻
き
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
が
好
戦
的
で
、

結
局
は
七
月
一
九
日
に
宣
戦
布
告
を
し
た
。
彼
ら
の
目
論
見
は
、
緒
戦
の
勝
利
後

に
ク
ー
デ
タ
ー
を
敢
行
し
て
オ
リ
ヴ
ィ
エ
内
閣
を
総
辞
職
に
追
い
込
み
、
権
威
帝

政
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
開
戦
は
パ
リ
市
民
に
フ
ラ
ン
ス
革

命
期
の
革
命
戦
争
を
想
起
さ
せ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
興
奮
へ
と
誘
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
万
全
の
準
備
を
し
て
侵
攻
し
て
来
た
独
軍
三
〇
万
の
猛
攻
撃
を
受
け
、
八

月
六
日
、
仏
軍
は
フ
レ
シ
ュ
ヴ
ィ
レ
と
フ
ォ
ー
ル
バ
ッ
ク
で
総
崩
れ
と
な
っ
た
。

刻
々
と
伝
わ
る
不
利
な
戦
況
は
政
府
へ
の
不
信
感
を
高
め
、
翌
七
日
以
降
、
パ
リ

フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
つ
い
て
（
二
）
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市
内
で
は
共
和
政
を
求
め
る
民
衆
と
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
軍
隊
が
衝
突

を
繰
り
返
し
た
。
九
日
、
ブ
ル
ボ
ン
宮
で
は
立
法
院
の
臨
時
議
会
が
開
か
れ
た

が
、
近
く
の
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
や
セ
ー
ヌ
河
畔
に
群
衆
約
一
万
人
が
集
合
し
て
い

る
の
を
聞
き
つ
け
た
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
ヴ
ル
や
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ーJules 

Ferry
ら
共
和
派
議
員
は
皇
帝
の
軍
事
指
揮
権
を
剥
奪
し
て
行
政
権
を
一
五
名
の

議
員
で
構
成
す
る
委
員
会
に
委
譲
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
に
は
民

衆
運
動
と
連
携
し
て
帝
政
を
倒
す
覚
悟
は
で
き
て
お
ら
ず
、
ブ
ル
ボ
ン
宮
の
テ
ラ

ス
か
ら
建
物
内
に
入
ら
な
い
よ
う
呼
び
か
け
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
共
和
派
議
員
の

弱
腰
を
見
抜
い
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
は
共
和
派
の
提
案
を
一
九
〇
票
対
五
三
票
の
大

差
で
否
決
し
、
前
線
敗
北
の
責
任
を
現
内
閣
に
転
嫁
し
て
パ
リ
カ
オ
伯Palikao

（
ク
ー
ザ
ン
・
モ
ン
ト
バ
ン
将
軍Cousin-M

ontauban

）
に
組
閣
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
パ
リ
カ
オ
首
相
（
在
任
一
八
七
〇
年
八
月
九
日
～
九
月
四
日
）
は
皇

帝
の
代
わ
り
に
バ
ゼ
ー
ヌ
将
軍Bazaine
を
総
司
令
官
に
任
じ
、
マ
ク
＝
マ
オ
ン

将
軍 M

ac-M
ahon

の
補
佐
と
し
て
ト
ロ
シ
ュ
将
軍Louis Trochu

を
前
線
に

派
遣
し
た
。
だ
が
月
末
に
は
バ
ゼ
ー
ヌ
将
軍
率
い
る
部
隊
が
メ
ス
に
お
い
て
包
囲

さ
れ
、
マ
ク
＝
マ
オ
ン
麾
下
の
主
力
部
隊
と
の
連
絡
が
遮
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ

の
時
、ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
自
ら
一
〇
万
の
軍
隊
を
率
い
て
救
援
に
出
発
し
た
が
、

九
月
一
日
、
国
境
に
近
い
ス
ダ
ン
の
戦
い
で
死
傷
者
一
万
七
〇
〇
〇
人
を
だ
す
大

敗
北
を
喫
し
、
翌
二
日
に
は
将
兵
八
万
三
〇
〇
〇
人
と
と
も
に
降
伏
し

註
⑦た

。
こ
の

敗
戦
の
報
せ
を
聞
い
た
国
民
の
間
に
は
皇
帝
に
対
す
る
失
望
感
が
一
気
に
広
が
っ

た
。
そ
こ
で
早
く
も
三
日
朝
か
ら
新
た
な
政
権
構
想
を
め
ぐ
る
交
渉
が
始
ま
っ
た

が
、
政
府
が
提
案
し
た
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
実
力
者
ア
ド
ル
フ
・
テ
ィ
エ
ー
ル
に
政

権
を
委
ね
る
考
え
は
本
人
の
辞
退
で
頓
挫
し
、
共
和
派
が
提
案
し
た
ト
ロ
シ
ュ

首
相
案
も
パ
リ
カ
オ
首
相
の
反
対
で
消
え
た
。
翌
四
日
に
開
か
れ
た
立
法
院
で

は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
が
パ
リ
カ
オ
伯
を
議
長
と
す
る
「
政
府
・
国
防
評
議
会
」
の

設
置
を
、
テ
ィ
エ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
自
由
派
は
「
政
府
・
国
防
委
員
会
」
と
い

う
一
種
の
選
挙
管
理
内
閣
選
出
と
憲
法
制
定
議
会
の
召
集
を
、
そ
し
て
共
和
派
は

皇
帝
退
位
と
「
国
防
政
府
」
発
足
を
そ
れ
ぞ
れ
提
案
し
た
。
午
後
三
時
過
ぎ
に
立

法
院
が
再
開
さ
れ
た
と
き
、
群
衆
が
な
だ
れ
込
み
、
ブ
ラ
ン
キ
派
の
グ
ラ
ン
ジ
ェ

Ernest G
rangier

が
議
長
席
か
ら
「
帝
政
廃
止
と
共
和
政
の
実
現
」
を
叫
ん
だ
。

し
か
し
、
グ
ラ
ン
ジ
ェ
が
守
衛
に
よ
っ
て
無
理
矢
理
引
き
離
さ
れ
た
隙
を
突
い
て

共
和
派
の
レ
オ
ン
・
ガ
ン
ベ
ッ
タ
が
密
か
に
用
意
し
て
い
た
「
帝
政
廃
止
」
に
関

す
る
文
書
を
読
み
上
げ
た
。
だ
が
群
衆
は
そ
の
文
書
の
中
に
「
共
和
政
実
現
」
が

抜
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
抗
議
の
声
を
上
げ
た
た
め
、
ガ
ン
ベ
ッ
タ
と
相
談

し
た
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
ヴ
ル
が
共
和
政
宣
言
を
す
る
場
所
は
市
庁
舎
こ
そ
が
相

応
し
い
と
呼
び
か
け
て
民
衆
の
目
先
を
変
え
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
七
月
革
命
や

二
月
革
命
を
思
い
起
こ
し
た
群
衆
は
、
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
ブ
ル
ボ
ン
宮
か

ら
離
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
民
衆
蜂
起
の
主
導
権
は
ブ
ラ
ン
キ
派
か

ら
共
和
派
へ
と
移
り
、
市
庁
舎
に
お
い
て
「
共
和
政
宣
言
」
が
な
さ
れ
た
後
、
共

和
派
中
心
の
臨
時
国
防
政
府
が
成
立
し
た
。
そ
の
間
、
四
カ
月
前
の
人
民
投
票
で

帝
政
を
支
持
し
た
圧
倒
的
多
数
の
国
民
は
全
く
動
か
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
ボ

ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
は
確
固
た
る
政
治
信
条
や
理
論
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
時
々
の
政
治
的
要
求
、
換
言
す
れ
ば
政
治
的
圧
力
に
対
応
し
た
政
治
の
在
り
方

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
権
威
帝
政
か
ら
自
由
帝
政
へ
の
転
換
は
全
国
に
拡
が

り
を
見
せ
て
い
た
民
主
化
要
求
へ
の
対
応
策
で
あ
り
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
共
和

政
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
第
一
イ
ン
タ
ー
・
パ
リ
支
部
は
、
開
戦
前
夜
に
﹃
万
国
の
労
働
者
へ
﹄

と
題
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
て
︿
兄
弟
戦
争
﹀
の
回
避
を
呼
び
か
け
、
開
戦
直

後
も
こ
の
︿
王
朝
戦
争
﹀
は
国
民
的
利
害
と
矛
盾
す
る
︿
正
義
﹀
の
な
い
戦
い
だ

と
訴
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
月
四
日
事
件
の
夜
に
は
愛
国
心
に
満
ち
た
﹃
ド

イ
ツ
人
民
へ
﹄
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
い
る
。
こ
の
豹
変
ぶ
り
は
第
一
イ

ン
タ
ー
派
に
限
ら
ず
パ
リ
市
民
の
多
く
に
見
ら
れ
た
態
度
で
、
彼
ら
は
コ
ミ
ュ
ー

177176
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ン
防
衛
の
た
め
に
は
共
和
国
防
衛
を
優
先
す
る
所
謂
「
城
内
平
和
」
論
を
選
択
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
新
政
府
樹
立
の
翌
日
、
第
一
イ
ン
タ
ー
派
の
呼
び
か
け

で
集
ま
っ
た
活
動
家
約
五
〇
〇
人
は
、
二
〇
区
全
て
に
監
視
委
員
会Com

ité de 
Vigilance

を
設
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
四
名
に
よ
る
中
央
委
員
会
（
計
八
〇
名
）

を
結
成
す
る
と
決
議
し
、
一
一
日
に
は
コ
ル
ド
リ
エ
街
六
番
地
に
「
パ
リ
二
〇

区
共
和
主
義
中
央
委
員
会
」（
以
下
、
二
〇
区
中
央
委
と
略
）Com

ité central 
républicain des vingt Arrondissem

ents

を
設
置
し
た
。
こ
う
し
て
第
一

イ
ン
タ
ー
派
は
活
動
範
囲
を
拡
張
し
、
パ
リ
市
政
全
般
に
関
与
し
始
め
た
。
た
だ

し
、
二
〇
区
中
央
委
の
下
部
組
織
で
あ
る
監
視
委
員
会
に
は
最
大
限
の
自
立
性
が

与
え
ら
れ
て
い
た
点
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
区
中
央
委
が
九

月
二
二
日
に
発
し
た
﹃
宣
言
﹄
の
中
で
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
「
市
民
自
身
に
よ
る
市
政

の
直
接
統
治
」
を
行
う
た
め
の
組
織
と
し
、
一
〇
月
八
日
の
﹃
原
則
宣
言
﹄
で
国

家
を
「
コ
ミ
ュ
ー
ン
連
合
体
」
と
定
義
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
プ

ル
ー
ド
ン
的
連
合
主
義
に
基
づ
く
組
織
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、彼
ら
は（
こ

の
段
階
で
は
）
パ
リ
市
内
の
一
般
行
政
を
担
う
こ
と
で
、
臨
時
政
府
が
国
防
に
専

念
で
き
る
よ
う
に
す
る
︿
責
任
分
担
制
﹀
を
志
向
し
て
い
た
。
因
み
に
第
一
イ
ン

タ
ー
派
は
組
織
と
し
て
の
参
加
を
見
送
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
ト
ロ
シ
ュ
将
軍
を
首
班
（
在
任
一
八
七
〇
～
七
一
）
と
す
る
臨
時
国

防
政
府
が
成
立
し
た
が
、
閣
僚
は
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
ヴ
ル
や
ジ
ュ
ー
ル
・
シ
モ

ンJules Sim
on

、
レ
オ
ン
・
ガ
ン
ベ
ッ
タ
、
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
な
ど
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
共
和
派
で
固
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
ヴ
ル
外

相
は
「
一
片
の
土
地
、
一
片
の
要
塞
た
り
と
も
敵
軍
に
は
渡
さ
な
い
」
と
強
硬
な

姿
勢
を
見
せ
た
が
、
彼
ら
が
最
も
怖
れ
て
い
た
の
は
国
内
に
お
け
る
革
命
勢
力
の

台
頭
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
防
政
府
の
本
音
は
一
日
で
も
速
く
和
議
を
結

ぶ
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
テ
ィ
エ
ー
ル
を
中
立
国
に
派
遣
し
て
休
戦
工

作
に
当
た
ら
せ
た
の
だ
し
、
パ
リ
包
囲
が
開
始
さ
れ
た
九
月
一
九
日
に
は
パ
リ
東

方
の
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
に
お
い
て
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
ヴ
ル
外
相
と
ビ
ス
マ
ル
ク
の

秘
密
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
示
し
た
条
件
は

ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
割
譲
な
ど
余
り
に
も
苛
酷
な
内
容
だ
っ
た
か
ら
対
独

抗
戦
を
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
休
戦
工
作
の
開
始
と
い
う
情
報

が
瞬
く
間
に
広
ま
り
、
パ
リ
市
民
の
国
防
政
府
に
対
す
る
支
持
熱
は
急
激
に
冷
え

込
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
一
〇
月
二
日
に
は
軽
気
球
ア
ル
パ
ン
・
バ
ル
ベ
ス
号
で
パ
リ
を
離
れ

た
抗
戦
論
者
ガ
ン
ベ
ッ
タ
内
相
が
ト
ゥ
ー
ル
に
政
府
代
表
団
・
ロ
ワ
ー
ル
軍
団
を

組
織
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
が
、
国
防
政
府
に
と
っ
て
は
体
の
い
い
厄
介

払
い
と
な
っ
た
。
そ
し
て
三
一
日
に
は
（
二
日
前
に
初
め
て
反
撃
に
成
功
し
た
）

ブ
ー
ル
ジ
ュ
が
再
び
独
軍
に
奪
還
さ
れ
、
メ
ス
陥
落
や
バ
ゼ
ー
ヌ
将
軍
率
い
る
仏

軍
の
降
伏
と
い
う
悲
し
い
報
せ
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ
の
時
、
興
奮
し
た
パ
リ

の
民
衆
は
各
地
区
で
監
視
委
員
会
を
開
き
、
そ
の
代
表
団
が
戦
況
悪
化
に
対
す
る

政
府
側
の
釈
明
を
求
め
て
市
庁
舎
へ
と
駆
け
つ
け
た
の
は
午
後
二
時
頃
の
こ
と
で

あ
る
。
市
庁
舎
内
で
は
午
前
中
か
ら
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ア
ラ
ゴ
市
長E

tiennne 
Arago

や
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
な
ど
政
府
首
脳
と
区
長
の
会
議
が
開
か
れ
、
近

日
中
に
市
選
挙
を
行
う
こ
と
で
合
意
に
達
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
地

区
の
ル
フ
ラ
ン
セLefrançais

な
ど
監
視
委
員
会
代
表
団
が
強
引
に
市
庁
舎
内

に
入
り
、
続
い
て
群
衆
が
な
だ
れ
込
ん
で
し
ま
う
。
市
庁
舎
内
は
大
混
乱
に
陥

り
、
群
衆
は
パ
リ
の
軍
事
・
行
政
を
担
当
す
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
選
挙
を
早
急
に
行

う
よ
う
要
求
し
て
政
府
と
対
立
し
、
一
時
は
ト
ロ
シ
ュ
も
政
権
放
棄
に
同
意
し

た
。
や
が
て
六
時
半
頃
、
今
度
は
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
の
国
民
衛
兵
を
率
い
た
フ
ル
ー
ラ

ン
スFlourens

が
乱
入
し
て
「
公
安
委
員
会
」
設
置
を
一
方
的
に
宣
言
し
、
混

乱
は
極
点
に
達
し
た
。
し
か
し
、
エ
ド
ガ
ー
・
キ
ネEdgar Q

uinet

や
ユ
ゴ
ー

Victor M
arie H

ugo

、
ル
ド
リ
ュ
＝
ロ
ラ
ン
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ピ
アFélix 

Pyat

ら
は
「
革
命
的
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
へ
の
参
加
を
拒
否
し
、（
そ
の
時
点
で
は
）

176

フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
つ
い
て
（
二
）

二
五



ト
ロ
シ
ュ
政
権
を
倒
す
こ
と
に
も
反
対
し
た
。
そ
の
間
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
へ
逃
れ
た

ト
ロ
シ
ュ
が
国
民
衛
兵
を
召
集
す
る
と
、
国
民
衛
兵
は
午
後
一
一
時
に
出
さ
れ
た

公
示
で
「
市
選
挙
の
実
施
」
と
い
う
情
報
を
得
て
政
府
支
持
に
転
じ
た
。
そ
の
結

果
、
日
付
が
変
わ
っ
た
午
前
一
時
頃
、
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
と
政
府
代
表
と
の
間
に

一
一
月
一
日
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
、
二
日
に
政
府
メ
ン
バ
ー
の
選
挙
を
行
い
、
今

回
の
騒
動
で
処
罰
者
を
出
さ
な
い
と
の
三
点
の
合
意
が
成
立
し
、
市
庁
舎
の
占
拠

は
解
除
さ
れ
た
。

し
か
し
、
自
信
を
取
り
戻
し
た
共
和
派
は
翌
日
に
は
約
束
を
反
故
に
し
た
。
す

な
わ
ち
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
は
区
長
・
区
助
役
の
選
挙
と
し
、
政
府
メ
ン
バ
ー

の
選
挙
も
国
防
政
府
存
続
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
に
す
り
替
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
流
石
に
こ
の
変
更
に
は
政
府
内
に
も
異
論
が
出
て
、
憤
慨
し
た
ア
ン
リ
・

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
な
ど
は
辞
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
辞
任
し
た
国
民
衛

兵
司
令
官
や
警
視
総
監
に
か
わ
っ
て
起
用
さ
れ
た
の
は
こ
と
ご
と
く
反
動
派
で
、

新
警
視
総
監
ク
レ
ソ
ン
は
さ
っ
そ
く
蜂
起
の
中
心
人
物
に
対
す
る
逮
捕
状
を
出

し
た
。
そ
し
て
三
日
、
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
民
衆
は
五
五
万
七
九
九
六
票
対

六
万
二
六
三
〇
票
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で
国
防
政
府
を
信
任
し
た
。し
た
が
っ
て
、

こ
の
時
点
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
地
区
住
民
は
も
と
よ
り
パ
リ
市
民
の
大
多
数
が
未
だ

国
防
政
府
の
対
独
抗
戦
を
信
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
区
長
選
挙
（
五
日
）・
区
助
役
選
挙
（
七
日
）
で
は
一
〇
月
三
一
日

事
件
で
逮
捕
状
を
出
さ
れ
た
者
の
う
ち
六
名
が
当
選
し
て
お
り
、
労
働
者
地
区
で

は
住
民
投
票
と
相
反
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
第
一
九
区
で
は
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
が

区
長
に
当
選
し
、
第
二
〇
区
で
は
ラ
ン
ヴ
ィ
エRanvier

（
ブ
ラ
ン
キ
派
）
が
区

長
に
、
ル
フ
ラ
ン
セ
、
フ
ル
ー
ラ
ン
ス
、
ミ
リ
エ
ー
ルM

illière

が
い
ず
れ
も
助

役
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
第
一
一
区
で
は
ト
ラ
ン
、
第
一
三
区
で
は
レ
オ
・
メ
リ

エLeo M
eyer

（
ブ
ラ
ン
キ
派
）、
第
一
七
区
で
は
マ
ロ
ン
、
第
一
八
区
で
は
ジ
ャ

ク
ラ
ー
ルJaclard

（
第
一
イ
ン
タ
ー
派
）
が
そ
れ
ぞ
れ
助
役
と
な
り
、
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
ク
レ
マ
ン
ソ
ーG

eorges C
lem

enceau

（
第
一
八
区
）
な
ど
三
名
の
急

進
派
も
区
長
に
選
出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
区
長
・
区
助
役
選
挙
の
結
果
は
二
〇

区
中
央
委
の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
一
〇
月
に
入
っ
て
各

区
の
監
視
委
員
会
は
必
ず
し
も
二
〇
区
中
央
委
に
代
表
を
出
さ
な
く
な
り
、
シ
ャ

サ
ンChassin

な
ど
急
進
派
は
「
中
央
共
和
主
義
同
盟
」、
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
ら

ジ
ャ
コ
バ
ン
派
は
「
共
和
主
義
連
盟
」
を
そ
れ
ぞ
れ
結
成
し
て
公
共
集
会
や
民
衆

ク
ラ
ブ
の
組
織
化
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
革
命
運
動
の
分
散
化
に
加
え

て
、
一
〇
月
上
旬
に
は
い
く
つ
か
の
監
視
委
員
会
が
離
脱
し
た
た
め
二
〇
区
中
央

委
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
設
立
当
初
は
参
加
し
な
か
っ
た

ブ
ラ
ン
キ
派
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
二
〇
区
中
央
委
は
に
わ
か
に
先
鋭
化

す
る
。
同
月
一
八
・
一
九
日
に
作
成
さ
れ
た
新
規
約
で
は
「
パ
リ
二
〇
区
の
社
会

主
義
的
民
主
勢
力
を
集
中
化
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
地
区
代
表
の
人
数
を

一
六
〇
人
と
倍
増
さ
せ
、
二
〇
区
中
央
委
を
社
会
主
義
的
・
中
央
集
権
的
な
「
党
」

に
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
二
〇
区
中
央
委
の
一
大
勢
力
と

な
っ
た
ブ
ラ
ン
キ
派
は
、
民
衆
が
求
め
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
選
出
す
る
た
め
に
は
非

合
法
の
手
段
に
訴
え
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
戦
闘
的
な
組
織
づ
く
り
を
急
い

だ
。
一
方
、
第
一
イ
ン
タ
ー
派
は
各
地
区
セ
ク
シ
ョ
ン
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
い

た
が
、
一
一
月
二
六
日
に
表
明
し
た
﹃
宣
言
﹄
で
は
対
独
戦
争
の
「
徹
底
抗
戦
」

を
主
張
し
な
が
ら
も
「
国
防
政
府
打
倒
」
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
お
ら
ず
、
後

に
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
中
で
発
表
し
た
経
済
的
・
社
会
的
措
置
に
つ
い
て
強
調

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
イ
ン
タ
ー
派
の
関
心
は
再
び
労
働
者
組
織
に
集
中

し
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
キ
派
主
導
の
二
〇
区
中
央
委
と
の
違
い
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ

て
ゆ
く
。

一
一
月
に
入
っ
て
ガ
ン
ベ
ッ
タ
が
組
織
し
た
ロ
ワ
ー
ル
軍
が
動
き
出
す
と
、
パ

リ
の
国
民
衛
兵
の
間
で
は
総
出
撃
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
が
、
国
防
政
府
は

革
命
分
子
が
混
じ
る
国
民
軍
を
危
険
視
し
て
要
求
を
拒
ん
だ
。
パ
リ
カ
オ
内
閣

175174

岡
　
﨑
　
賢
　
治

二
六



は
「
一
八
七
〇
年
八
月
一
二
日
の
政
令
」
に
基
づ
い
て
国
民
軍
の
大
隊
を
六
〇
に

制
限
し
て
い
た
が
、
国
防
政
府
は
民
衆
の
突
き
上
げ
を
受
け
て
一
三
八
↓
二
四
四

（
九
月
二
三
日
）
↓
二
六
〇
（
九
月
二
七
日
）
と
増
大
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
九

月
一
〇
日
・
二
四
日
の
政
令
」
で
生
活
困
窮
者
に
は
報
酬
三
〇
ス
ー
を
支
給
す
る

と
公
示
し
た
こ
と
で
、
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
や
メ
ニ
ル
モ
ン
タ
ン
、
シ
ャ
ロ
ン
ヌ
な
ど
か

ら
の
志
願
者
が
殺
到
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
国
民
軍
は
フ
ル
ー
ラ
ン
ス

や
ジ
ャ
ク
ラ
ー
ル
、
ラ
ン
ヴ
ィ
エ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ー
ン
派
が
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
に
至
っ
た
。
一
一
月
三
〇
日
～
一
二
月
二
日
に
最
初
の
攻
撃
を
行
っ
た
デ
ュ

ク
ロ
将
軍D

ucrot

が
あ
え
な
く
敗
れ
て
パ
リ
に
逃
げ
戻
り
、
そ
の
後
ま
も
な
く

ロ
ワ
ー
ル
軍
も
敗
退
し
た
。
こ
う
し
て
パ
リ
を
包
囲
し
た
独
軍
は
一
二
月
二
七
日

か
ら
パ
リ
周
辺
要
塞
へ
の
砲
撃
を
開
始
し
、
翌
七
一
年
一
月
五
日
に
は
セ
ー
ヌ
左

岸
の
市
内
に
も
砲
撃
の
音
が
轟
き
始
め
た
。
普
軍
を
主
力
と
す
る
独
軍
の
兵
力
は

約
一
五
～
二
〇
万
を
数
え
、
迎
え
撃
つ
パ
リ
側
は
約
四
五
～
五
〇
万
だ
っ
た
か

ら
後
者
が
圧
倒
的
に
優
位
の
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
内
訳
は
正
規
軍

一
〇
万
・
国
民
衛
兵G

arde nationale

三
〇
万
・（
地
方
出
身
の
）
遊
動
国
民

衛
兵G

arde nationale m
obile

一
〇
万
で
あ
り
、
必
ず
し
も
優
位
と
は
言
え

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
月
一
八
日
、
普
王
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で

ド
イ
ツ
皇
帝
（
在
位
一
八
七
一
～
八
八
）
と
し
て
の
即
位
式
を
挙
行
し
、「
ド
イ

ツ
帝
国
」（
一
八
七
一
～
一
九
一
八
）
を
建
国
し
た
。
一
方
、
仏
軍
は
翌
一
九
日

に
国
民
軍
の
活
躍
で
ビ
ュ
ザ
ン
ヴ
ァ
ル
城
な
ど
重
要
拠
点
を
奪
回
し
た
が
、
そ
の

夜
に
は
ト
ロ
シ
ュ
将
軍
の
撤
退
命
令
で
約
四
〇
〇
〇
人
の
死
傷
者
を
出
す
敗
北

を
喫
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
国
民
軍
司
令
官
ク
レ
マ
ン
・
ト
マ
将
軍Clem

ent 
Thom

as

（
一
八
四
八
年
六
月
蜂
起
の
鎮
圧
者
）
は
あ
ろ
う
事
か
敗
戦
の
責
任

を
「
臆
病
な
」
国
民
衛
兵
に
負
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
（
二
六
日
降
伏
）。
翌
二
〇

日
、
観
念
し
た
国
防
政
府
は
区
長
た
ち
を
集
め
て
休
戦
の
了
解
を
得
よ
う
と
し
た

が
、
多
く
が
反
対
を
表
明
し
た
。
そ
の
間
、
各
区
の
監
視
委
員
会
は
前
年
一
二
月

の
う
ち
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
結
成
の
た
め
の
代
表
を
選
出
し
、
従
来
の
二
〇
区
中
央
委

を
「
二
〇
区
共
和
主
義
代
表
団
」D

éligation des vingt A
rrondissem

ents 
de Paris

と
改
称
し
て
い
た
が
、
ブ
ラ
ン
キ
派
が
求
め
る
蜂
起
に
は
反
対
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
ビ
ュ
ザ
ン
ヴ
ァ
ル
出
撃
の
際
の
「
裏
切
り
」
を
受
け
て
中
央
共

和
主
義
同
盟
や
共
和
主
義
連
盟
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
設
立
を
要
求
し
、
一
月
二
二
日
、

第
一
八
区
の
革
命
ク
ラ
ブ
が
計
画
し
た
武
装
デ
モ
に
第
一
三
区
・
第
一
四
区
・
第

一
七
区
の
国
民
衛
兵
が
呼
応
し
て
市
庁
舎
前
に
集
結
し
始
め
た
。
そ
の
時
、
国
防

政
府
か
ら
パ
リ
軍
総
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
ヴ
ィ
ノ
ア
将
軍Joseph 

Vinoy

は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
地
区
の
国
民
衛
兵
を
召
集
し
よ
う
と
し
た
が
参
集
者
は
お

ら
ず
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
や
ヴ
ァ
ン
デ
ー
出
身
の
遊
動
国
民
衛
兵
を
使
っ
て
辛
う
じ

て
デ
モ
隊
を
蹴
散
ら
し
た
。
ま
た
、
翌
朝
に
は
全
民
衆
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
、
ド
レ
ク

リ
ュ
ー
ズ
の
﹃
ル
・
レ
ヴ
ェ
イ
ユ
﹄（
目
覚
めle Réveil

）
や
ピ
ア
の
﹃
ル
・
コ

ン
バ
﹄(

戦
闘le Com

bat)

な
ど
一
七
新
聞
の
発
禁
、
革
命
指
導
者
約
一
〇
〇
人

の
逮
捕
な
ど
厳
し
い
弾
圧
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
蜂
起
に
失
敗
し
た
民
衆
を
冬
の

寒
さ
が
襲
う
。
さ
ら
に
は
、
休
戦
の
噂
が
遠
の
い
た
こ
と
で
生
活
物
資
の
隠
匿
が

進
み
、
闇
値
は
四
～
五
倍
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。
市
民
の
多
く
は
鼠
（
二
～
三

フ
ラ
ン
）
や
犬
肉
（
一
ポ
ン
ド
当
た
り
五
フ
ラ
ン
）
を
求
め
て
群
が
り
、
や
が
て

空
腹
を
満
た
す
た
め
の
食
材
探
し
で
市
街
地
か
ら
姿
を
消
し
始
め
た
。

こ
う
し
て
パ
リ
市
民
の
多
く
を
敵
に
ま
わ
し
た
国
防
政
府
で
は
あ
っ
た
が
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
進
め
て
き
た
交
渉
が
一
月
二
八
日
に
よ
う
や
く
ま
と
ま
り
、
三

週
間
の
休
戦
協
定
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
二
月
八
日
、
国
防
政
府
は
正
式
講
和
を

結
ぶ
た
め
に
国
民
議
会
選
挙
を
実
施
し
、
パ
リ
で
は
有
権
者
約
五
五
万
人
の
う
ち

約
三
三
万
人
が
投
票
し
た
。
そ
の
結
果
、ル
イ
・
ブ
ラ
ン
や
ユ
ゴ
ー
、ガ
ン
ベ
ッ
タ
、

ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
（
イ
タ
リ
ア
統
一
運
動
の
指
導
者
）、
エ
ド
ガ
ー
・
キ
ネ
、
ロ
シ
ュ

フ
ォ
ー
ル
な
ど
名
の
知
ら
れ
た
共
和
主
義
者
が
続
々
と
当
選
し
た
が
、
テ
ィ
エ
ー
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ル
は
四
三
名
の
当
選
者
中
二
五
位
、
外
相
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
ヴ
ル
は
三
四
位
に

と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
や
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・

ピ
ア
、
ガ
ン
ボ
ン
、
第
一
イ
ン
タ
ー
派
の
ト
ラ
ン
や
マ
ロ
ン
は
当
選
し
た
が
、
ブ

ラ
ン
キ
は
六
〇
位
で
落
選
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
パ
リ
市
民
の
多
く
は
共
和
政
を

希
望
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
キ
派
の
革
命
論
を
支
持
す
る
者
は
僅
か
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
地
方
に
目
を
や
れ
ば
和
議
の
早
期
実
現
を
望
む
多
く
の
人
々
が
王
党
派
を

支
持
し
て
合
計
四
〇
〇
名
以
上
を
当
選
さ
せ
、
共
和
派
は
約
二
〇
〇
名
に
と
ど

ま
っ
た
。
国
防
政
府
を
動
か
し
て
い
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
は
明
ら
か
に
退
潮
し

た
の
で
あ

註
⑧る

。
二
月
一
二
日
、
南
西
部
の
都
市
ボ
ル
ド
ー
に
招
集
さ
れ
た
国
民
議

会
（
ボ
ル
ド
ー
議
会
「
田
舎
紳
士
の
議
会
」Assem

blée des H
obereaux)

に

お
い
て
行
政
長
官
に
選
出
さ
れ
た
テ
ィ
エ
ー
ル
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
四
名
、
ブ

ル
ボ
ン
派
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
各
一
名
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
三
名
で
ジ
ュ
ー
ル
・

デ
ュ
フ
ォ
ー
ル
内
閣Jules Arm

and D
ufaure

（
在
任
一
八
七
一
～
七
三
）
を

組
閣
し
、
和
議
成
立
と
パ
リ
の
「
秩
序
」
回
復
を
優
先
し
て
共
和
制
か
王
制
か
の

政
体
問
題
を
棚
上
げ
に
す
る
「
ボ
ル
ド
ー
協
約
」
を
議
会
に
認
め
さ
せ
た
。
そ
し

て
直
ち
に
和
平
交
渉
に
入
り
、
二
六
日
に
は
ベ
ル
フ
ォ
ー
ル
地
区
を
除
く
ア
ル
ザ

ス
地
方
全
部
と
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
の
一
部
を
割
譲
し
、
賠
償
金
五
〇
億
フ
ラ
ン
を
支

払
う
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
仮
講
和
条
約
」
の
締
結
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
三
月
一
日
、
国

民
議
会
は
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
選
出
議
員
の
抵
抗
を
受
け
た
が
五
四
七
票

対
一
〇
七
票
の
圧
倒
的
多
数
で
こ
れ
を
批
准
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
五
月
一
〇
日

に
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
講
和
条
約
」
が
正
式
に
結
ば
れ
て
二
〇
世
紀
初
頭
の
第
一

次
世
界
大
戦
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

２　

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
悲
劇

と
こ
ろ
が
、パ
リ
の
民
衆
は
屈
辱
的
和
平
に
納
得
せ
ず
、武
装
解
除
も
し
な
か
っ

た
。︿
休
戦
﹀
と
い
う
国
防
政
府
の
「
裏
切
り
」
に
直
面
し
た
彼
等
は
、
全
市
的

な
連
絡
網
を
駆
使
し
て
連
携
を
深
め
、
隊
長
た
ち
は
も
は
や
ク
レ
マ
ン
・
ト
マ
司

令
官
の
命
令
に
は
従
わ
な
か
っ
た
。
休
戦
期
間
中
の
二
月
六
日
、国
立
競
技
場（
現

在
の
シ
ル
ク
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ー
ルC

irque d'H
iver

）
に
お
い
て
最
初
の
国
民
軍
代

表
総
会
が
開
催
さ
れ
、
国
民
議
会
候
補
者
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
で
意
見
の
一
致

を
見
た
。
と
こ
ろ
が
選
挙
は
王
党
派
の
圧
勝
に
終
わ
り
、
独
軍
の
パ
リ
入
城
が
囁

か
れ
る
中
で
国
民
衛
兵
た
ち
に
緊
張
が
走
っ
た
。
そ
の
国
民
議
会
が
「
貧
困
者
証

明
書
」
を
提
出
し
な
い
限
り
国
民
衛
兵
に
対
す
る
報
酬
を
廃
止
す
る
と
決
め
た
二

月
一
五
日
、
二
六
〇
大
隊
の
う
ち
二
一
五
大
隊
の
代
表
が
テ
ィ
ヴ
ォ
リ
・
ヴ
ォ

ザ
ー
ル
会
堂
に
集
合
し
て
第
二
回
総
会
を
開
き
、
パ
リ
選
出
国
民
議
会
議
員
に

「
徹
底
抗
戦
の
追
求
」
と
い
う
強
制
委
任
を
決
議
し
、
規
約
作
成
委
員
を
選
出
し

た
。
ま
た
二
四
日
の
第
三
回
総
会
で
は
武
装
解
除
や
和
議
締
結
に
反
対
す
る
決
議

を
行
い
、「
パ
リ
国
民
軍
共
和
主
義
連
盟
」Fédération republicaine de la 

G
arde nationale de Paris

と
国
民
衛
兵
中
央
委
員
会C

om
ité central de 

la G
arde N

ationale

（
各
軍
団
評
議
会
代
表
二
名
と
大
隊
長
一
名
が
参
加
す
る

中
枢
機
関
。
以
下
「
衛
兵
中
央
委
」）
を
結
成
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
す
な
わ

ち
、
国
民
軍
は
中
隊
・
大
隊
・
軍
団
（
大
隊
の
兵
員
一
五
〇
〇
人
で
八
中
隊
を
組

織
）
で
編
制
さ
れ
て
い
た
が
、そ
こ
に
代
表
総
会
・
大
隊
サ
ー
ク
ル
・
軍
団
評
議
会
・

衛
兵
中
央
委
を
設
置
し
た
が
、
衛
兵
中
央
委
は
二
〇
区
代
表
団
と
は
似
て
非
な
る

組
織
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
衛
兵
中
央
委
は
愛
国
主
義
な
い
し
共
和
主
義
で
結

ば
れ
た
無
党
派
の
大
衆
組
織
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
衛
兵
中
央
委
員
と
な
っ
た
の

は
ヴ
ァ
ル
ラ
ン
や
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
モ
ロ
ーM

oreau

、
ア
シA

dolph Assi

な

ど
ご
く
少
数
を
除
い
て
特
別
な
活
動
経
歴
が
な
く
組
織
に
も
属
さ
な
い
小
工
場
主

や
商
店
主
、
自
由
職
業
人
な
ど
が
多
く
、
そ
の
綱
領
に
記
さ
れ
た
の
は
国
防
の
た

め
の
武
器
保
持
、︿
専
制
﹀
の
道
具
た
る
常
備
軍
（
正
規
軍
）
の
廃
止
、
共
和
主

義
な
ど
で
あ
っ
て
社
会
主
義
的
内
容
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
間
、
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
広
場
を
中
心
に
和
議
反
対
デ
モ
を
繰
り
返
し
て
い
た
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民
衆
は
、
和
議
が
成
立
し
た
二
六
日
の
夜
、
ワ
グ
ラ
ム
広
場
や
ラ
ヌ
ラ
グ
か
ら
大

砲
（
四
一
七
門
）
や
ミ
ト
ラ
イ
ユ
ー
ズ
砲
（
連
射
火
器
）
を
運
び
出
し
、
モ
ン
マ

ル
ト
ル
や
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
、
ラ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
、
モ
ン
ソ
ー
公
園
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
広
場
、

イ
タ
リ
ー
広
場
な
ど
の
労
働
者
地
区
へ
と
移
動
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
砲
は

独
軍
に
よ
る
攻
囲
中
に
市
民
の
拠
金
で
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
だ

け
で
も
一
七
一
門
が
運
び
上
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
三
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の

間
、
普
軍
が
パ
リ
市
内
に
入
っ
て
シ
ャ
ン
＝
ゼ
リ
ゼ
を
含
む
西
部
地
区
に
駐
屯
し

た
が
、
国
民
軍
と
の
衝
突
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
そ
の
間
に
不
穏
な
空
気
に
怖
じ

気
づ
い
た
多
く
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
市
民
は
大
慌
て
で
パ
リ
か
ら
脱
出
し
て
い
る
。
三

月
三
日
、
テ
ィ
エ
ー
ル
行
政
長
官
は
保
守
派
と
し
て
知
ら
れ
た
ド
ー
レ
ル
・
ド
ゥ
・

パ
ラ
デ
ィ
ー
ヌ
将
軍d'dAurelle de Paladine

を
新
た
に
国
民
軍
総
司
令
官
に

任
命
し
た
が
、
彼
が
全
市
の
大
隊
長
を
召
集
し
た
と
こ
ろ
約
三
〇
人
し
か
集
ま
ら

ず
、
区
長
を
介
し
て
衛
兵
中
央
委
と
始
め
た
大
砲
返
還
交
渉
も
八
日
に
決
裂
し
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
テ
ィ
エ
ー
ル
は
一
転
し
て
強
硬
策
に
切
り
換
え
、
九
日
の
特
別

法
廷
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
キ
、
フ
ル
ー
ラ
ン
ス
両
名
に
死
刑
判
決
を
下
し
、
国
民
議

会
を
ボ
ル
ド
ー
か
ら
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
へ
移
す
こ
と
を
決
め
た
。
そ
し
て
一
五
日
に

パ
リ
入
り
し
た
テ
ィ
エ
ー
ル
は
、
一
七
日
に
外
務
省
で
開
か
れ
た
閣
議
の
席
で
奇

襲
作
戦
を
命
じ
た
。

三
月
一
八
日
午
前
三
時
、
ヴ
ィ
ノ
ワ
将
軍
率
い
る
正
規
軍
約
二
万
と
ご
く
僅
か

な
「
善
良
な
」
国
民
衛
兵
は
市
内
各
所
に
あ
る
大
砲
を
奪
う
た
め
に
出
発
し
た
。

し
か
し
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
に
据
え
ら
れ
て
い
た
大
砲
の
運
搬
に
手
間
取
り
、

国
民
衛
兵
チ
ュ
ル
パ
ンTurpin

の
叫
び
声
で
住
民
た
ち
に
気
づ
か
れ
て
し
ま
っ

た
。
乱
打
さ
れ
る
警
鐘
の
音
で
国
民
衛
兵
は
も
と
よ
り
女
性
・
子
ど
も
ま
で
が
駆

け
つ
け
て
必
死
の
抵
抗
を
試
み
、
奇
襲
作
戦
を
失
敗
に
追
い
込
ん
だ
。
そ
の
時
、

瀕
死
の
チ
ュ
ル
パ
ン
の
傍
ら
に
い
た
小
学
校
教
師
ル
イ
ズ
・
ミ
シ
ェ
ルLouise 
M

ichel

こ
そ
が
後
に
女
権
拡
大
運
動
を
指
導
し
た
人
物
で
あ

註
⑨る

。
そ
し
て
、
明

け
方
に
捕
縛
さ
れ
た
ル
コ
ン
トLecom

te

、
ク
レ
マ
ン
・
ト
マ
両
将
軍
は
市
民
の

手
で
銃
殺
さ
れ
た
。
ビ
ュ
ッ
ト
・
シ
ョ
ー
モ
ン
や
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
広

場
等
に
お
け
る
作
戦
も
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
、
慌
て
ふ
た
め
い
た
ヴ
ィ
ノ
ワ
将
軍

は
全
軍
に
総
退
却
を
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
午
後
三
時
頃
、
気
も
動
転
し
た
テ
ィ

エ
ー
ル
は
閣
僚
た
ち
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
へ
と
逃
亡
し
た
。
一

方
、
最
後
ま
で
残
っ
た
市
長
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
も
二
一
時
一
五
分
頃
に
は
市

庁
舎
か
ら
離
れ
た
。
そ
の
結
果
、
三
日
前
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
衛
兵
中
央
委
が

労
働
者
地
区
の
多
い
東
部
や
北
部
を
中
心
に
市
内
の
大
半
を
勢
力
下
に
収
め
、
ブ

ラ
ン
キ
派
は
南
部
、
保
守
派
は
第
一
区
・
第
二
区
・
第
一
六
区
で
優
勢
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
二
二
日
に
は
オ
ペ
ラ
座
前
広
場
か
ら
ラ
・
ペ
ー
街
周
辺
に
集
結
し
た
反

コ
ミ
ュ
ー
ン
派
が
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
広
場
に
い
た
国
民
軍
を
襲
撃
す
る
事
件
が
発
生

し
た
が
辛
う
じ
て
撃
退
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
国
民
軍
総
司
令
官
リ
ュ
イ
リ
エ

Lhuillier

は
責
任
を
問
わ
れ
て
解
任
・
逮
捕
さ
れ
、
後
任
の
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
が

着
任
す
る
ま
で
は
ブ
リ
ュ
ネ
ルB

runel

、
デ
ュ
ヴ
ァ
ルÉm

ile-Victor D
uval

、

ウ
ー
ドÉm

ile Eudes

の
三
人
に
よ
る
集
団
指
導
体
制
が
と
ら
れ
た
（
二
八
日

ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
か
ら
辞
退
届
が
到
着
）。

そ
の
間
、
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
と
ミ
リ
エ
ー
ル
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
政
府
と
衛
兵
中
央

委
の
調
停
工
作
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
衛
兵
中
央
委
は
調
停
に
期
待
し
て
「
コ

ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
」Conseil com

m
unal

の
選
挙
日
程
を
二
回
も
延
期
し
た
が
、

二
五
日
に
な
っ
て
国
民
議
会
の
同
意
な
し
に
翌
日
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
パ

リ
選
出
議
員
・
区
長
・
助
役
の
約
三
分
の
一
の
同
意
を
取
り
付
け
た
。
こ
う
し
て

よ
う
や
く
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
を
前
に
し
て
、
衛
兵
中
央
委

に
押
さ
れ
気
味
だ
っ
た
二
〇
区
代
表
団
は
改
め
て
名
称
を
「
二
〇
区
中
央
委
」
に

戻
し
て
影
響
力
の
回
復
に
努
め
た
。
彼
ら
は
独
自
に
推
薦
者
リ
ス
ト
を
作
成
し
て

選
挙
運
動
に
力
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。
投
票
は
連
記
式
で
各
区
の
住
民
二
万
人
あ

た
り
一
名
、
ま
た
は
一
万
人
を
超
え
た
区
画
に
つ
き
一
名
の
当
選
者
を
出
す
と
い
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う
方
法
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
六
日
の
選
挙
に
は
登
録
有
権
者
（
二
〇

歳
以
上
の
成
年
男
子
）
四
八
万
五
五
六
九
人
の
う
ち
二
二
万
九
一
六
七
人
が
投
票

し
、
東
部
・
北
部
・
南
部
で
は
革
命
派
が
、
中
央
部
や
西
部
で
は
区
長
系
の
共
和

派
が
勝
利
を
収
め
た
。
議
員
定
員
は
九
〇
名
だ
が
重
複
当
選
者
と
一
七
日
に
逮
捕

さ
れ
た
ブ
ラ
ン
キ
を
除
く
と
八
四
名
と
な
り
、
さ
ら
に
区
長
系
の
共
和
派
二
〇
名

が
辞
退
し
た
の
で
当
選
者
の
実
数
は
六
四
名
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
二
〇
区
中
央

委
推
薦
者
が
約
半
数
を
占
め
、
衛
兵
中
央
委
の
中
か
ら
一
六
名
が
当
選
し
た
。

し
か
し
、
労
働
者
出
身
の
当
選
者
は
二
五
名
に
過
ぎ
ず
、
残
り
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
や
医
師
・
法
律
家
な
ど
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
知
識
人
が
占
め
て
い
た
。
歴
史
家

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ー
ジ
ュ
リJacques Rougerie

の
分
類
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
当

選
者
の
党
派
別
内
訳
は
ブ
ラ
ン
キ
派
が
ウ
ー
ド
、
ト
リ
ド
ンTridon

、
デ
ュ
ヴ
ァ

ル
、
リ
ゴRigault

、
フ
ェ
レFerré
な
ど
九
名
、
第
一
イ
ン
タ
ー
派
は
ヴ
ァ
ル

ラ
ン
、
マ
ロ
ン
、
フ
ラ
ン
ケ
ルLéo Frankel
、
テ
イ
スTheisz

、
ル
フ
ラ
ン
セ

な
ど
一
七
名
、
こ
れ
に
近
い
「
社
会
主
義
者
」
が
一
七
名
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
は
ド

レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
、
ガ
ン
ボ
ンG

am
bon

、
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
オJules M

iot

、
フ
ェ

リ
ッ
ク
ス
・
ピ
ア
の
四
名
、
そ
れ
以
外
は
ヴ
ァ
レ
スJules Vallès

、
ヴ
ェ
ル
モ

レ
ルAugust Jean-M

arie Verm
orel

な
ど
「
独
立
革
命
家
」
で
あ
っ
た
。
な

お
四
月
一
六
日
に
行
わ
れ
た
補
欠
選
挙
で
新
た
に
一
七
名
が
加
わ
っ
た
が
、
セ
ラ

イ
エSerraillier

や
ロ
ン
ゲLonguet

（
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
女
婿
）
な
ど
第

一
イ
ン
タ
ー
派
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
、
そ
の
他
に
は
ク
リ
ュ
ズ
レ
将
軍G

ustave 
Paul Cluseret

（
元
「
南
仏
同
盟
」
司
令
官
）
や
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ポ
テ
ィ
エ

Eugène Pottier

（
革
命
歌
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
作
詞
家
）、
写
実
主

義
画
家
ク
ー
ル
ベ G

ustave Courbet

が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
ク
ー
ル
ベ

は
装
飾
職
人
ま
で
含
め
た
芸
術
家
連
合
を
組
織
し
、
そ
の
議
長
と
し
て
新
し
い
芸

術
運
動
を
興
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
広
場
の
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ

戦
勝
記
念
円
柱
を
は
じ
め
、
ル
イ
一
八
世
の
贖
罪
礼
拝
堂
や
テ
ィ
エ
ー
ル
邸
な
ど

民
衆
に
敵
視
さ
れ
た
建
造
物
は
破
壊
さ
れ

註
⑩た

。

と
こ
ろ
で
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
に
お
い
て
労
働
者
の
当
選
者
が
少
な
い
理
由

は
何
だ
ろ
う
か
。
一
八
一
〇
年
代
に
始
ま
る
第
一
次
産
業
革
命
の
結
果
、
ア
ル

ザ
ス
地
方
を
中
心
に
生
産
手
段
を
持
た
な
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
急
増
し
、
パ
リ

近
郊
に
も
カ
イ
ユCail

（
冶
金
）
や
ル
フ
ォ
シ
ュ
ーLefaucheux

（
武
器
製

造
）
の
よ
う
に
労
働
者
二
〇
〇
〇
人
を
数
え
る
大
規
模
工
場
が
出
現
し
た
。
し
か

し
、
パ
リ
市
内
の
雇
用
状
況
は
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
ジ
ュ
ル
ブ
ー

ス
カ
ヤJeloubouskaïa

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
八
六
〇
年
の
パ
リ
で
は
企
業
主

一
〇
万
一
一
七
一
人
に
対
し
て
労
働
者
は
四
一
万
六
八
一
一
人
で
あ
り
、
一
企

業
当
た
り
の
平
均
雇
用
労
働
者
数
は
四
・
一
人
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
そ
の
内
訳
は

一
人
が
六
万
二
一
九
九
社
（
六
一
・
二
％
）、
二
～
一
〇
人
が
三
万
一
四
八
〇
社

（
三
一
・
一
％
）、
一
〇
人
以
上
が
七
四
九
二
社
（
七
・
四
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
労
働
者
が
極
め
て
小
規
模
な
作
業
場
や
商
店
で
働
い
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
が
そ
の
親
方
や
小
店
主
に
対
し
て
仲
間
意
識
を
抱
き

続
け
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
に
お
い
て
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
知
識
人
に
投
票
す
る
の
は
自

然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
の
で
あ

註
⑪る

。

こ
う
し
て
七
一
年
三
月
二
八
日
、
衛
兵
中
央
委
員
で
コ
ミ
ュ
ー
ン
議
員
に
も
選

出
さ
れ
た
ラ
ン
ヴ
ィ
エG

abriel Ranvier

が
、
約
二
万
人
の
国
民
衛
兵
と
一
般

市
民
が
集
ま
っ
た
市
庁
舎
前
広
場
（
グ
レ
ー
ヴ
広
場
）
に
お
い
て
完
全
な
る
自
治

と
そ
の
全
国
へ
の
拡
散
を
訴
え
る
「
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
宣
言
」
を
高
ら
か
に
宣

言
し
た
。
興
奮
し
た
群
衆
は
歓
呼
の
声
で
こ
れ
に
応
え
、パ
リ
は
一
気
に
︿
祭
り
﹀

の
様
相
を
呈
し
た
（「
組
織
さ
れ
商
業
化
さ
れ
た
︽
余
暇
︾
が
未
だ
存
在
し
な
い

時
期
に
お
い
て
、祭
り
は
世
間
へ
の
労
働
生
活
の
華
麗
な
開
放
で
あ
る
」
ア
ン
リ
・

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ルH

.Lefebvre

著
﹃
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
﹄
一
六
三
頁
引
用
）。
翌

二
九
日
、
組
立
工
ア
シ
が
二
〇
区
中
央
委
を
代
表
し
て
そ
の
権
限
を
コ
ミ
ュ
ー
ン

に
譲
渡
し
た
。
ま
た
、コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
が
開
か
れ
て
一
〇
の
委
員
会
（
執
行
、

171170
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財
政
、
軍
事
、
司
法
、
食
糧
、
公
共
業
務
、
労
働
・
工
業
・
交
換
、
教
育
、
保
安
、

外
交
）
を
設
置
し
た
が
、
四
月
二
〇
日
に
は
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
の
提
案
で
執
行
委

員
会
を
改
組
し
て
九
委
員
会
代
表
が
大
臣
と
し
て
執
行
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
は
「
市
議
会
」
と
し
て
の
機
能
だ
け
で

な
く
、「
政
府
」
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
議
員
は
区
長

に
代
わ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
の
行
政
責
任
者
に
も
な
っ
た
が
、
代
表
委
員
は

地
区
行
政
を
免
除
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
民
衆
に
よ
る
自
然
発
生
的
な
パ
リ
・
コ

ミ
ュ
ー
ン
は
「
史
上
初
の
労
働
者
・
市
民
に
よ
る
自
治
政
府
」
と
言
っ
て
も
あ
な

が
ち
間
違
い
で
は
な
い
。
四
月
一
九
日
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
に
お
い
て
、
ヴ
ァ

レ
ス
と
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
が
起
草
し
た
﹃
フ
ラ
ン
ス
人
民
へ
﹄
と
題
す
る
宣
言
が

圧
倒
的
支
持
（
反
対
一
票
）
を
得
て
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
「
コ
ミ
ュ
ー

ン
の
絶
対
的
自
立
性
」
を
強
調
し
、
予
算
編
成
権
や
全
コ
ミ
ュ
ー
ン
吏
員
の
選
出

権
、
個
人
や
良
心
の
自
由
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
行
事
へ
の
不
断
の
参
加
権
、
国
民
軍
編

制
権
な
ど
を
コ
ミ
ュ
ー
ン
︿
固
有
の
権
利
﹀
と
謳
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
の
議
員
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
・
資
質
に
応

じ
て
努
力
し
た
が
、
実
現
で
き
た
の
は
テ
ィ
エ
ー
ル
の
飢
餓
戦
術
に
対
抗
す
る
た

め
の
価
格
統
制
や
配
給
制
度
以
外
で
は
家
賃
の
支
払
い
猶
予
や
公
営
質
屋M

onts 
de piété

の
抵
当
売
却
停
止
、
パ
ン
職
人
の
夜
業
禁
止
な
ど
で
あ
っ
て
、
社
会
主

義
的
施
策
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。一
八
六
九
年
九
月
の
第
一
イ
ン
タ
ー「
バ
ー

ゼ
ル
大
会
」
以
降
、
第
一
イ
ン
タ
ー
派
が
労
働
組
合
の
強
化
を
通
し
て
社
会
主
義

を
実
現
す
る
と
い
う
構
想
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
、実
現
で
き
た
の
は
「
四
月
一
六
日
の
法
令
」
に
基
づ
く
施
策
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
法
令
は
、
放
棄
さ
れ
た
工
場
の
経
営
を
労
働
者
の
協
同
組
合
に
委
ね
る
た
め

に
各
労
組
に
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
う
促
す
も
の
で
あ
り
、
将
来
、
企
業
主

が
戻
っ
た
場
合
に
は
組
合
側
が
補
償
金
を
支
払
っ
て
最
終
的
に
譲
渡
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
労
働
者
に
よ
る
「
自
己
管
理
」
に
踏
み
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
社
会
主
義
的
と
は
言
え
る
が
、
実
態
が
追
い
つ
か
な
い
。
何
故
な
ら
、
第
二

帝
政
末
期
か
ら
の
混
乱
で
労
働
者
組
織
が
ほ
ぼ
壊
滅
状
況
に
近
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
五
月
一
八
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
機
械
工
や
服
仕
立
工
・
靴
工
・
家
具
工
・

指
物
師
・
宝
石
細
工
人
・
石
版
工
な
ど
一
〇
部
門
の
労
組
が
「
全
て
の
同
職
組
合
」

を
結
成
し
て
調
査
委
員
会
設
置
の
運
び
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
工
場
を
接

収
で
き
た
の
は
第
一
五
区
の
鋳
造
所
一
カ
所
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
十
分
な
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
責
任
を
そ
の
議
員

た
ち
だ
け
に
負
わ
せ
る
の
は
酷
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
各
選
挙
区
内
の

監
視
委
員
会
や
民
衆
ク
ラ
ブ
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
意
向
を
無
視
し
て
独
自
の
決
定
を

続
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
二
月
の
国
民
議
会
選
挙
で
息
を
吹
き
返
し
た
民
衆

ク
ラ
ブ
は
、
三
月
一
八
日
以
降
、
住
民
参
加
の
場
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な

り
、
最
盛
期
に
は
三
六
ク
ラ
ブ
を
数
え
た
。
し
か
し
、
各
ク
ラ
ブ
は
コ
ミ
ュ
ー
ン

評
議
会
に
対
し
て
︿
強
制
委
任
﹀M

anda Am
beratief

の
関
係
を
要
求
し
、
ま

さ
に
︿
人
民
主
権
﹀
発
現
の
場
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
民
衆
ク
ラ
ブ
の
多
く
は
五

月
上
旬
に
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
街
二
五
四
番
地
に
開
設
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
・
ク

ラ
ブ
（
後
の
ニ
コ
ラ
ー
デ
ー
シ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブSt. N

icolas des Cham
ps

）
の

よ
う
に
規
約
や
綱
領
を
も
ち
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
布
告
の
宣
伝
や
法
案
具
申
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
行
政
を
も
担
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
地
区

で
は
逃
亡
し
た
企
業
主
の
家
族
に
重
い
罰
金
を
課
し
、
没
収
し
た
製
品
を
老
人
や

戦
争
遺
族
へ
の
補
償
金
に
充
て
て
い
る
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
抱
え
て
い
た
第

二
の
問
題
は
深
刻
な
財
政
難
と
反
コ
ミ
ュ
ー
ン
派
対
策
で
あ
っ
た
。
先
ず
「
財
政

委
員
会
」
代
表
ジ
ュ
ー
ル
ドFrançois Jourde

と
ヴ
ァ
ル
ラ
ン
は
ロ
チ
ル
ド
家

か
ら
五
〇
万
フ
ラ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
か
ら
一
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
借
り
入
れ
て
辛

う
じ
て
国
民
衛
兵
の
俸
給
に
充
て
て
い
る
。
そ
の
際
、
ジ
ュ
ー
ル
ド
は
お
人
好
し

に
も
フ
ラ
ン
ス
銀
行
を
差
し
押
さ
え
す
る
こ
と
な
く
、
借
り
入
れ
を
申
し
出
て
い

る
。
応
対
し
た
副
総
裁
ド
・
プ
ル
ー
クde Ploeuc

は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
政
府
と
気

170

フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
つ
い
て
（
二
）
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脈
を
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
総
額
二
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
貸

し
出
す
一
方
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
政
府
に
は
二
億
五
八
〇
〇
万
フ
ラ
ン
も
の
融
資

を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、「
保
安
委
員
会
」（
代
表
リ
ゴ
）
は
聖
職
者
や
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
に
対
し
て
恐
怖
政
治
を
行
い
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
政
府
側
に
「
迫
害
」
と
い
う
恰

好
の
宣
伝
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
間
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
政
府
は
地
方
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
を
次
々
と

鎮
圧
し
、パ
リ
と
地
方
の
連
絡
を
ほ
ぼ
遮
断
し

註
⑫た

。
ま
た
彼
ら
は
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー

ン
の
成
立
で
士
気
の
下
が
っ
た
政
府
軍
の
立
て
直
し
に
努
め
て
い
た
が
、
四
月
中

旬
に
な
っ
て
よ
う
や
く
独
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
い
る
政
府
軍
兵
士
の
送
還
交
渉
が

ま
と
ま
り
、
政
府
軍
一
三
万
の
再
建
に
成
功
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ー
ン

側
の
兵
力
は
机
上
の
プ
ラ
ン
で
は
国
民
軍
約
二
〇
万
（
国
民
衛
兵
八
万
・
遊
動
国

民
衛
兵
一
一
万
四
〇
〇
〇
・
外
国
人
義
勇
兵
一
一
〇
〇
）
と
見
積
も
ら
れ
て
い
た

が
、
総
司
令
官
制
の
廃
止
や
徴
兵
制
撤
廃
な
ど
が
あ
っ
て
実
際
に
は
約
六
万
し
か

確
保
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
四
月
二
日
、
政
府
軍
は
第
二
次
攻
撃
を
開
始
し
、
パ

リ
西
北
郊
外
の
ク
ー
ル
ブ
ヴ
ォ
ア
の
陣
地
を
占
拠
し
た
。
当
時
は
パ
リ
の
北
東
郊

外
は
一
応
中
立
的
な
独
軍
の
占
領
下
に
あ
り
、
西
南
部
の
六
要
塞
の
う
ち
モ
ン
・

ヴ
ァ
レ
リ
ア
ン
要
塞
を
除
く
五
要
塞
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
側
が
押
さ
え
て
い
た
か
ら
、

政
府
軍
は
パ
リ
攻
撃
の
突
破
口
と
し
て
西
南
部
の
イ
シ
ー
要
塞
を
選
び
、
そ
こ
へ

集
中
砲
火
を
浴
び
せ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
側
は
翌
四
日
、
警
視
庁

の
軍
事
指
揮
権
を
持
つ
ベ
ル
ジ
ュ
レBergeret

が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
攻
撃
作
戦
に

踏
み
切
っ
た
。
し
か
し
、
ビ
ュ
ザ
ン
ヴ
ァ
ル
に
向
け
て
進
撃
し
た
ベ
ル
ジ
ュ
レ
指

揮
下
の
右
翼
縦
隊
は
モ
ン
・
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ン
要
塞
か
ら
の
背
後
攻
撃
に
遭
っ
て
敗

走
し
、
な
お
も
前
進
し
て
い
た
フ
ル
ー
ラ
ン
ス
は
斬
殺
さ
れ
た
。
ま
た
、
ウ
ー
ド

率
い
る
中
央
縦
隊
が
味
方
の
敗
報
に
接
し
て
退
却
す
る
間
に
、
左
翼
縦
隊
を
指
揮

し
て
い
た
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
は
銃
殺
さ
れ
た
。

国
民
軍
の
大
敗
北
に
衝
撃
を
受
け
た
市
民
た
ち
は
、
反
コ
ミ
ュ
ー
ン
派
の
パ
リ

大
司
教
ダ
ル
ボ
アD

arboy

や
マ
ド
レ
ー
ヌ
教
会
司
祭
ド
ゥ
ゲ
リ
ーD

eguerry

ら
を
逮
捕
し
、
六
日
に
は
敵
方
の
処
刑
の
三
倍
返
し
を
行
う
と
い
う
「
人
質
法
」

を
公
布
し
た
。
ま
た
、コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
は
四
日
に
急
遽
、陸
軍
省
代
表
ク
リ
ュ

ズ
レ
将
軍
を
任
命
し
て
立
て
直
し
を
急
い
だ
。
ク
リ
ュ
ズ
レ
は
一
八
四
八
年
の
六

月
蜂
起
の
際
に
は
鎮
圧
側
に
い
た
軍
人
だ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
南
北
戦

争
に
北
軍
将
軍
と
し
て
従
軍
し
た
後
、
七
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
「
南
仏
同
盟
」
の

司
令
官
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
補
佐
役
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
亡
命
者
ド

ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
ーD

om
brow

ski

（
パ
リ
要
塞
司
令
官
）
や
ウ
ロ
ブ
レ
フ
ス
キ
ー

W
roblew

ski

（
第
三
軍
団
司
令
官
）
な
ど
有
能
な
軍
人
を
起
用
し
た
。
そ
し
て

一
二
日
以
降
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
政
府
軍
に
よ
る
第
二
次
攻
撃
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
内

部
の
革
命
独
裁
論
者
を
後
押
し
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
二
八
日
、
ジ
ャ
コ
バ
ン

派
の
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
オ
は
執
行
委
員
会
を
改
組
し
て
「
公
安
委
員
会
」Com

ité 
du Salut Public

を
設
立
す
る
よ
う
提
案
し
、
パ
リ
市
民
の
白
紙
委
任
を
取
り

付
け
よ
う
と
目
論
ん
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
第
一
イ
ン
タ
ー
派
は
︿
人
民
主
権
﹀
侵

害
だ
と
反
対
し
た
が
、
五
月
一
日
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
は
賛
成
四
五
票
・
反

対
二
三
票
で
可
決
し
、
公
安
委
員
と
し
て
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ア
ル
ノ
ーA

ntoine 
Arnauld

、
レ
オ
・
メ
リ
エLeo M

eyer

、
ラ
ン
ヴ
ィ
エ
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ピ

ア
、
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
ェ
ラ
ル
ダ
ンCharles G

érardin

を
選
出
し
た
。
こ
の
公

安
委
員
会
設
置
は
明
ら
か
に
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
事
実
上
の
「
革
命
政
府
」
に

転
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
公
安
委
員
会
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
政
府
や
衛
兵
中
央
委
と
の
連
携
が
上
手

く
機
能
せ
ず
、ま
も
な
く
コ
ミ
ュ
ー
ン
内
部
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
た
。
何
故
な
ら
、

衛
兵
中
央
委
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
成
立
で
彼
ら
の
持
つ
全
権
力
を
返
還
し
た
は
ず
な

の
に
、
実
際
は
国
民
軍
に
対
す
る
指
導
・
監
督
権
を
手
放
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
ク
リ
ュ
ズ
レ
が
兵
員
増
強
を
図
っ
て
導
入
し
た
「
国
民
軍

へ
の
服
役
義
務
」（
一
七
～
三
五
歳
の
独
身
男
性
）
は
、
徴
兵
制
復
活
の
印
象
を

169168
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与
え
て
大
量
の
服
役
忌
避
者
・
逃
亡
者
を
発
生
さ
せ
、
軍
規
の
弛
緩
に
つ
な
が
っ

た
。
そ
の
間
に
戦
況
が
さ
ら
に
悪
化
し
、
ク
リ
ュ
ズ
レ
と
即
時
攻
撃
を
主
張
す
る

ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
が
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
〇
日
に
は
コ

ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
が
ク
リ
ュ
ズ
レ
を
罷
免
し
、
彼
の
副
官
を
務
め
て
い
た
若
き
軍

人
ル
イ
・
ロ
セ
ルLouis-N

athaniel Rossel

を
陸
軍
省
代
表
と
し
た
。
し
か

し
、
ル
イ
・
ロ
セ
ル
も
ま
た
軍
規
や
軍
制
、
軍
事
法
廷
を
め
ぐ
っ
て
エ
ド
ゥ
ア
ー

ル
・
モ
ロ
ー
を
中
心
と
す
る
衛
兵
中
央
委
と
対
立
し
、
や
が
て
陸
軍
省
代
表
が
作

戦
面
の
︿
軍
事
指
導
﹀
を
行
い
、
衛
兵
中
央
委
が
︿
行
政
﹀
を
担
当
す
る
と
い
う

妥
協
が
成
立
し
て
後
者
の
権
限
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。
し
か
も
ム
ー
ラ
ン
・
サ

ケ
稜
堡
（
四
日
）・
ク
ラ
マ
ー
ル
稜
堡
（
五
日
）
の
破
壊
に
続
い
て
イ
シ
ー
要
塞

が
陥
落
し
た
五
月
九
日
、
ル
イ
・
ロ
セ
ル
と
国
民
衛
兵
中
央
委
に
よ
る
ク
ー
デ

タ
ー
計
画
が
破
綻
し
、
ル
イ
・
ロ
セ
ル
は
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
は
ド

レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
が
陸
軍
省
代
表
に
就
い
た
が
、
一
三
日
に
は
ヴ
ァ
ン
ヴ
要
塞
も
占

領
さ
れ
て
パ
リ
の
城
壁
に
は
裂
け
目
が
さ
ら
に
広
が
っ
た
。
ま
た
、
九
日
に
行
わ

れ
た
公
安
委
員
の
改
選
は
ま
た
し
て
も
多
数
派
（
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
・
ブ
ラ
ン
キ

派
）
が
独
占
し
た
。
そ
の
た
め
第
一
イ
ン
タ
ー
派
な
ど
は
「
少
数
派
宣
言
」（
一
五

日
）
を
発
し
て
コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
両
派
の
対
立
は
決
定
的

と
な
っ
た
が
、
そ
の
行
為
は
︿
強
制
委
任
﹀
に
反
す
る
と
の
批
判
を
浴
び
て
二
一

日
に
復
帰
し
て
い
る
。

五
月
二
一
日
午
後
三
時
、
総
司
令
官
マ
ク
＝
マ
オ
ン
率
い
る
政
府
軍
の
先
遣
隊

が
突
如
、
サ
ン
・
ク
ル
ー
門
か
ら
侵
入
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
夜
に
は
約
二
万

の
本
隊
に
よ
っ
て
第
一
六
区
及
び
第
一
五
区
の
大
半
が
占
領
さ
れ
、
一
気
に
市
街

戦
へ
と
突
入
し
た
。
パ
リ
市
民
は
各
地
区
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
て
抵
抗
し
た
が

政
府
軍
の
火
力
の
前
に
は
勝
て
ず
、
二
二
日
に
シ
ャ
ン
＝
ゼ
リ
ゼ
、
二
三
日
に
は

モ
ン
マ
ル
ト
ル
、
バ
テ
ィ
ニ
ョ
ー
ル
、
第
一
八
区
が
次
々
と
落
ち
た
。
そ
の
間
、

戦
傷
者
の
看
護
に
当
た
っ
た
女
性
た
ち
は
バ
リ
ケ
ー
ド
の
防
御
に
も
参
加
し
た

が
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
で
は
約
一
〇
〇
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ー

ン
兵
（
連
盟
兵
）
は
二
三
日
か
ら
テ
ュ
イ
ル
リ
宮
や
市
庁
舎
な
ど
に
火
を
か
け
な

が
ら
抵
抗
し
、
翌
日
に
は
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
区
が
火
の
海
と
化
し
た
。

一
方
、
政
府
軍
は
二
四
日
に
フ
ラ
ン
ス
銀
行
や
証
券
取
引
所
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
を
押

さ
え
、二
五
・
二
六
日
に
は
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
や
サ
ン
＝
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ
場
末
町
、ラ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
を
支
配
下
に
収
め
た
（
二
五
日
、
死
を
覚
悟
し
た
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ

は
シ
ル
ク
・
ハ
ッ
ト
に
燕
尾
服
姿
で
一
斉
射
撃
を
浴
び
、
死
去
）。
ま
た
、
独
軍

が
パ
リ
の
東
側
を
固
め
て
市
民
た
ち
の
脱
出
を
許
さ
な
か
っ
た
た
め
、
コ
ミ
ュ
ー

ン
兵
は
次
第
に
東
部
の
高
台
へ
と
追
い
詰
め
ら
れ
た
。
翌
二
七
日
、
雨
の
ペ
ー
ル

＝
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地Cim

etière du Père-Lachaise

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
白

兵
戦
で
約
一
万
五
〇
〇
〇
～
二
万
五
〇
〇
〇
人
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
兵
が
虐
殺
さ
れ
た

と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
時
に
降
伏
し
た
兵
士
の
銃
殺
に
使
わ
れ
た
壁
は
「
連
盟
兵

の
壁
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
二
八
日
午
後
二
時
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
派
の
最
後
の
銃
声

が
止
み
、
翌
二
九
日
に
は
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
要
塞
の
降
伏
で
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
は

つ
い
に
最
後
の
時
を
迎
え
た
。「
血
の
週
間
」la sem

aine sanglante

（
五
月

二
一
～
二
八
日
）
に
お
け
る
政
府
軍
の
死
者
八
七
七
人
、
行
方
不
明
者
一
八
三
人

に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
側
は
（
戦
後
の
虐
殺
者
を
含
め
る
と
）
三
万
人
を
下
ら

な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ロ
ン
ド
ン
に
住
む
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
が
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
総
務
評
議
会
の
名
に
お
い
て
「
フ
ラ
ン
ス
の
内
乱
」
を
宣
言

し
た
の
は
同
年
五
月
三
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
鎮
圧
後
は
惨
た
ら
し
い
白
色
テ
ロ
が
横
行
し
、
例
え
ば
五

月
二
八
日
、
第
一
イ
ン
タ
ー
派
の
指
導
者
ヴ
ァ
ル
ラ
ン
は
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
坂
道

を
ロ
ジ
エ
街
に
あ
る
参
謀
部
ま
で
引
き
ず
ら
れ
た
う
え
凄
惨
な
死
を
迎
え
た
。
ま

た
、
少
し
で
も
コ
ミ
ュ
ー
ン
協
力
者
と
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
市
民
は
連
行
さ
れ

て
各
所
の
即
決
裁
判
で
「
屠
殺
場
」
送
り
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
軍
事
裁
判
、
釈
放
の

い
ず
れ
か
に
振
り
分
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
「
屠
殺
場
」
送
り
を
免
れ
た
市
民
約
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四
万
五
〇
〇
〇
人
は
荒
縄
で
縛
ら
れ
た
ま
ま
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
ま
で
歩
か
さ
れ
、
四

年
間
に
わ
た
り
二
四
カ
所
に
設
け
ら
れ
た
軍
事
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
そ
の
間
に

九
六
七
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
投
獄
さ
れ
た
四
万
三
五
二
二
人
の
う
ち
予
審
で

七
二
一
三
人
が
釈
放
さ
れ
た
が
、
女
性
八
一
九
人
・
子
ど
も
五
三
八
人
を
含
む
合

計
三
万
六
三
〇
九
人
が
起
訴
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
証
拠
不
十
分
で
二
万
三
七
二
七

人
が
起
訴
無
効
、
二
四
四
五
人
が
無
罪
と
さ
れ
た
が
、
一
万
一
三
七
人
は
有
罪
判

決
を
受
け
た
。
内
訳
は
死
刑
が
九
三
人
（
但
し
執
行
さ
れ
た
の
は
二
三
人
）
で
、

二
五
一
人
が
無
期
な
い
し
長
期
の
強
制
労
働
、
そ
し
て
流
刑
の
判
決
を
受
け
た

四
五
八
六
人
は
七
二
年
五
月
以
降
、
南
太
平
洋
の
ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ド
ニ
ア
諸
島
へ

と
送
ら
れ
た
。
ま
た
、
軍
事
法
廷
は
こ
の
ほ
か
に
被
告
人
な
し
の
欠
席
裁
判
を
行

い
、
三
三
一
三
人
に
判
決
を
下
し
て
い
る
（
死
刑
判
決
は
一
七
五
人
）。
但
し
、

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ル
ド
の
よ
う
に
逃
亡
に
成
功
し
た
者
も
多
く
、
ス
イ

ス
に
逃
れ
た
ク
ー
ル
ベ
は
晩
年
の
佳
作
「
山
の
小
屋
」
を
描
い
た
。
ま
た
、
ク
レ

マ
ンJean-Baptiste Clém

ent

作
詞
の
シ
ャ
ン
ソ
ン「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
実
る
頃
」

Le Tem
ps des cerises

は
今
日
ま
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
グ
ル
ー
プ
が
混
在
し
、
傑

出
し
た
指
導
者
や
前
衛
組
織
の
欠
如
が
敗
北
に
つ
な
が
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、

そ
の
考
え
は
一
面
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
故
な
ら
、
パ
リ
の
民
衆
は
自
ら
の

都
市
空
間
と
自
由
を
守
る
た
め
に
文
字
通
り
死
に
物
狂
い
で
闘
っ
た
が
、
フ
ラ
ン

ス
各
地
の
民
衆
運
動
と
の
連
携
を
遮
断
さ
れ
て
孤
立
し
、
闘
争
そ
の
も
の
を
自
己

目
的
化
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
悲
劇
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
四
八
年

の
「
普
通
選
挙
法
」
制
定
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
は
少
し
ず
つ
パ
リ
中
心
に
動

い
て
き
た
過
去
と
決
別
し
、
全
国
の
世
論
を
無
視
し
て
い
て
は
立
ち
ゆ
か
な
い
状

態
に
変
化
し
て
い
た
が
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
結
集
し
た
人
々
の
思
い
は
未
だ

フ
ラ
ン
ス
全
土
に
は
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

註
⑬る

。

註
⑦ 

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
一
八
七
一
年
三
月
一
九
日
に
釈
放
さ
れ
、
普
仏
戦
争

の
講
和
成
立
後
に
妻
の
い
る
イ
ギ
リ
ス
へ
と
亡
命
し
た
。七
三
年
一
月
九
日
、

ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
チ
ズ
ル
ハ
ー
ス
ト
に
て
逝
去
。

註
⑧ 

普
仏
戦
争
勃
発
時
の
敗
北
は
リ
ヨ
ン
や
ル
・
ク
ル
ゾ
の
帝
政
反
対
運
動

を
惹
起
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
八
月
七
・
八
日
、
ガ
ス
ト
ン
・
ク
レ
ミ
ュ
ー

G
aston Crém

ieux

の
指
導
下
に
市
庁
舎
が
占
拠
す
る
騒
ぎ
が
発
生
し
た
。

ま
た
、
九
月
四
日
に
は
リ
ヨ
ン
や
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
で
共
和
政

宣
言
が
出
さ
れ
、「
革
命
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。
と
り
わ
け
マ
ル
セ
イ
ユ

で
は
バ
ス
テ
リ
カ
（
第
一
イ
ン
タ
ー
派
）
を
中
心
に
臨
時
県
委
員
会
や
「
民

兵
隊
」G

ard Civic

が
設
置
さ
れ
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
や
植
民
地
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
で
も
帝
政
反
対
運
動
が
起
き
た
。
そ
し
て
九
月
一
八
日
に
は
国
防
政

府
に
反
発
し
た
南
仏
諸
県
が
「
南
仏
同
盟
」Ligue de M

idi

を
結
成
し
た

（
一
〇
月
三
日
、
一
三
県
代
表
四
八
名
が
集
ま
っ
て
正
式
発
足
）。
や
が
て
マ

ル
セ
イ
ユ
で
は
ガ
ン
ベ
ッ
タ
内
相
か
ら
県
行
政
長
官
に
任
命
さ
れ
た
エ
ス

キ
ロ
スEsquiros

が
知
事
デ
ル
ペ
ッ
ク
と
と
も
に
民
兵
隊
に
基
礎
を
置
く

政
治
を
開
始
し
た
が
、
警
戒
心
を
募
ら
せ
た
ガ
ン
ベ
ッ
タ
は
県
行
政
長
官
を

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ジ
ャ
ンAlphonse Jean

に
替

え
た
。
こ
の
人
事
に
怒
っ
た
民
衆
は
一
一
月
一
日
、
再
び
市
庁
舎
を
占
拠
し

て
「
革
命
的
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
宣
言
を
発
し
た
。
し
か
し
、
民
兵
隊
に
影
響

力
を
持
つ
バ
ス
テ
リ
カ
が
慎
重
姿
勢
に
転
じ
た
隙
に
市
庁
舎
は
解
放
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
エ
ス
キ
ロ
ス
や
南
仏
同
盟
司
令
官
ク
リ
ュ
ズ
レ
が
マ
ル
セ
イ

ユ
か
ら
去
り
、
一
一
月
一
三
日
の
市
議
会
選
挙
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
の
勝

利
と
な
っ
た
。
ま
た
リ
ヨ
ン
で
は
九
月
二
八
日
、
バ
ク
ー
ニ
ンM

ikahaïl 
Bakounine

の
影
響
を
受
け
た
第
一
イ
ン
タ
ー
派
が
市
庁
舎
を
占
拠
し
て

い
た
が
、
そ
の
主
力
と
な
っ
て
い
た
土
木
労
働
者
が
革
命
政
府
の
樹
立
に
同

調
し
な
か
っ
た
た
め
に
蜂
起
は
失
敗
し
た
。
同
じ
く
ブ
レ
ス
ト
（
一
〇
月
二
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日
）、
ル
ー
ア
ン
（
一
二
月
五
日
）
で
も
市
政
権
奪
取
の
蜂
起
が
い
ず
れ
も

失
敗
に
終
わ
っ
た
。
一
連
の
動
乱
は
七
〇
年
末
に
は
鎮
圧
さ
れ
、
南
仏
同

盟
も
一
二
月
二
八
日
に
解
散
し
た
。Lefebvre,H

., La proclam
ation de 

la Com
m

une, Paris, 1965

（
河
野
健
二
・
柴
田
朝
子
訳
﹃
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー

ン
下
﹄
岩
波
書
店
）
五
〇
四
～
五
一
六
頁
、
柴
田
三
千
雄
﹃
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー

ン
﹄（
中
公
新
書
）
一
九
〇
～
一
九
八
頁
各
参
照　

註
⑨ 

一
八
世
紀
末
に
起
き
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
中
で
﹃
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
﹄

（
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
）
が
採
択
さ
れ
、﹃
一
七
九
一
年
憲
法
﹄
が
制

定
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
時
、
女
性
劇
作
家
オ
ラ
ン
プ
・
ド
・
グ
ー
ジ
ュ

O
lym

pe de G
ouges

は
こ
れ
ら
の
「
人
間
」
は
「
男
性
」
を
指
し
て
お

り
、
女
性
の
権
利
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
抗
議
し
て
﹃
女
性
お
よ
び
女

性
市
民
の
権
利
宣
言
﹄（
一
七
九
一
年
九
月
）
を
発
表
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」Fém

inism
e
の
魁
と
な
っ
た
こ
の
宣
言
に
理

解
を
示
し
た
の
は
コ
ン
ド
ル
セCondorcet
く
ら
い
で
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

Robespierre

は
女
性
の
地
位
向
上
に
否
定
的
な
態
度
を
と
り
続
け
た
。
そ

の
後
、
目
覚
ま
し
い
工
業
発
展
が
見
ら
れ
た
第
二
帝
政
期
に
お
い
て
も
、
女

性
・
子
ど
も
は
劣
悪
な
労
働
環
境
の
下
で
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
を
強
い
ら

れ
、偏
見
に
満
ち
た
社
会
の
中
で
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
八
六
六
年
、

第
一
イ
ン
タ
ー
は
女
性
労
働
反
対
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
女
性
労
働

の
低
賃
金
が
男
性
労
働
者
の
雇
用
を
脅
か
す
と
い
う
理
不
尽
な
理
由
と
、
プ

ル
ー
ド
ン
の
「
女
性
は
家
庭
を
守
れ
」
と
い
う
女
性
蔑
視
の
思
想
が
影
響
し

て
い
る
。
し
か
し
、
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
す
運
動
が
教
師
ル
イ
ズ
・
ミ

シ
ェ
ル
や
製
本
工
ナ
タ
リ
・
ル
メ
ルN

athalie Lem
el

、
作
家
ア
ン
ド
レ
・

レ
オAndré LÉO

な
ど
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
一
八
七
一
年
四
月
一
〇
日

に
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
亡
命
貴
族
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
（
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
デ
ィ
ミ
ト
レ
フElisabeth D

m
itriev

）や
ナ
タ
リ
・
ル
メ
ル
等
が「
パ

リ
防
衛
・
負
傷
者
看
護
の
た
め
の
婦
人
同
盟
」
を
結
成
し
て
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー

ン
を
支
え
た
。
ま
た
、
五
月
六
日
に
は
パ
リ
防
衛
婦
人
連
合
中
央
委
員
会

が
徹
底
抗
戦
を
呼
び
か
け
る
宣
言
を
発
表
し
て
い
る
。Benoite G

roult, 
Le Fém

inism
e au M

asculin, ©
 Les É

ditions D
enoël/C

onthier, 
1977. 

ブ
ノ
ワ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
﹃
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
﹄（
山
口
昌
子
訳　

白
水
社
）、
柴
田
三
千
雄
前
掲
書
各
参
照

註
⑩ 

「
食
糧
委
員
会
」（
代
表
ヴ
ィ
ア
ー
ルA

uguste V
iard

）
が
価
格
統
制
や

配
給
制
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た
た
め
に
、（
普
仏
戦
争
時
の
籠
城
生
活
の
よ

う
な
）
飢
餓
や
日
常
生
活
の
大
混
乱
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
ま
た
第
一
イ
ン

タ
ー
派
が
集
結
し
た
「
労
働
・
工
業
・
交
換
委
員
会
」（
代
表
フ
ラ
ン
ケ
ル
）

は
住
宅
政
策
と
し
て
家
賃
支
払
い
の
全
面
的
延
期
（
三
月
二
九
日
）、
戦
災

家
族
の
た
め
に
逃
亡
市
民
の
空
き
家
接
収
（
四
月
二
五
日
）、
金
融
政
策
と

し
て
満
期
手
形
の
無
利
子
・
分
割
払
い
（
四
月
一
八
日
）、
貧
民
救
済
策
と

し
て
公
営
質
屋
の
抵
当
売
却
停
止
（
三
月
二
九
日
）、
低
額
の
生
活
必
需
品

の
無
償
返
還
（
五
月
六
日
）、
労
働
者
対
策
と
し
て
は
企
業
主
が
労
働
者
の

遅
刻
や
作
業
の
失
敗
に
科
し
て
い
た
罰
金
制
度
の
廃
止
（
四
月
二
七
日
）
や

パ
ン
職
人
の
夜
業
禁
止
（
四
月
二
八
日
）
な
ど
を
決
め
て
下
層
市
民
に
支
持

さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
司
法
委
員
会
」（
代
表
プ
ロ
ト
ーEugène Protot

）

の
提
案
で
国
民
軍
戦
死
者
遺
族
に
対
し
て
（
正
式
な
婚
姻
関
係
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
）
寡
婦
に
六
〇
〇
フ
ラ
ン
、
遺
児
に
三
六
五
フ
ラ
ン
の
年
金
支
給

を
決
め
て
い
る
。
ま
た
、
医
師
ヴ
ァ
イ
ヤ
ンÉdouard Vaillant

（
ブ
ラ

ン
キ
派
）
を
代
表
と
し
、
銅
工
職
人
ク
レ
マ
ン
や
文
学
者
ヴ
ァ
レ
ス
が
参
加

し
た
「
教
育
委
員
会
」
で
は
後
に
第
三
共
和
政
期
に
実
現
す
る
︿
無
償
・
義
務
・

世
俗
的
教
育
﹀
の
実
現
に
努
力
し
て
い
る
。
柴
田
三
千
雄
前
掲
書
一
七
五
～

一
七
六
頁
、
桂
圭
男
「
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
」（
岩
波
講
座
﹃
世
界
歴
史
20

近
代
７　

近
代
世
界
の
展
開
﹄所
収
第
21
論
文
）三
六
三
～
三
九
一
頁
、同﹃
パ

166
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ラ
ン
ス
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二
帝
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・
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ュ
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て
（
二
）
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リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
﹄（
岩
波
新
書
）
一
四
四
～
一
六
〇
頁
、Lefebvre,H

., 
La proclam

ation de la Com
m

une, Paris, 1965. H

・
ル
フ
ェ
ー
ヴ

ル
﹃
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
上
﹄（
河
野
健
二
・
柴
田
朝
子
訳　

岩
波
書
店
）

年
表
、Rougerie,J., Paris libre 1871 Paris, 1971. 

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ー

ジ
ュ
リ
﹃
一
八
七
一　

民
衆
の
中
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
﹄（
上
村
祥
二
ほ

か
訳　

ユ
ニ
テ
）
各
参
照

註
⑪ 

C
f.E

.Jeloubouskaïa, La C
hute du Second E

m
pire et la 

naissance de la III R
éepublique en France, M

oscou, éd. en 
langues étrangeres, 1959. Lefebvre,H

., La proclam
ation de la 

Com
m

une, Paris, 1965　

Ｈ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
前
掲
書
八
六
～
一
一
二

頁
参
照

註
⑫ 

三
月
一
八
日
事
件
は
全
国
の
民
衆
運
動
を
蘇
生
さ
せ
、
リ
ヨ
ン
（
三
月

二
二
～
二
五
日
）や
マ
ル
セ
イ
ユ（
三
月
二
三
日
～
四
月
四
日
）、ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
（
三
月
二
三
～
二
七
日
）、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
（
三
月
二
四
～
三
一
日
）、
サ
ン

＝
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
（
三
月
二
四
～
二
八
日
）、
ル
・
ク
ル
ゾ
（
三
月
二
六
～

二
七
日
）
で
は
「
革
命
的
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
。
ま
た
リ
モ
ー

ジ
ュ
（
四
月
四
日
）
や
リ
ヨ
ン
（
四
月
三
〇
日
）
で
は
再
び
蜂
起
計
画
が
練

ら
れ
た
。Lefebvre,H

., La proclam
ation de la Com

m
une, Paris, 

1965 

（
河
野
健
二
・
柴
田
朝
子
訳
﹃
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
下
﹄
岩
波
書
店
）

五
〇
四
～
五
一
六
頁
、柴
田
三
千 

雄
前
掲
書
一
九
〇
～
一
九
八
頁
、カ
ー
ル
・

マ
ル
ク
ス
﹃
フ
ラ
ン
ス
の
内
乱
﹄（
木
下
半
治
訳　

岩
波
文
庫
）、
同
「
フ
ラ

ン
ス
の
内
乱
」（﹃
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
10
﹄
山
川
均
訳　

新
潮
社
）

九
九
～
一
六
四
頁
各
参
照

註
⑬ 

中
野
隆
生
「
第
三
共
和
政
の
確
立
と
動
揺
」
柴
田
三
千
雄
・
樺
山
紘
一
・

福
井
憲
彦
編
﹃
世
界
歴
史
大
系　

フ
ラ
ン
ス
史
３
﹄・
山
川
出
版
社　

所
収

第
三
論
文
）
一
二
一
～
一
二
六
頁
、
谷
川
稔
前
掲
論
文
三
四
三
～
三
五
〇

頁
、Lissagaray,H

.P.O
., H

istoire de la C
om

m
une de 1871, 

Bruxelles, 1876.

リ
サ
ガ
レ
ー
﹃
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
上
下
﹄（
喜
安
朗
・

長
部
重
康
訳　

現
代
思
潮
社
）、Lefebvre,H

., La proclam
ation de 　

la Com
m

une, Paris, 1965.　

H

・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
﹃
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー

ン
上
下
﹄、
柴
田
三
千
雄
前
掲
書
、
桂
圭
男
前
掲
書
各
参
照
。

　
　

な
お
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
関
係
の
著
作
物
は
日
付
等
の
違
い
が
散
見
さ
れ

る
が
、
こ
の
論
文
で
は
基
本
的
に
柴
田
三
千
雄
﹃
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
﹄（
中

公
新
書
）
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
利
用
し
た
。
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A Study of the Second Imperial France and the Paris Commune (2)

OKAZAKI Kenji 

4　On September 4, 1870, soon after the start of the French-Prussian War (1870-71), an 
temporary defense government centered on Republicans was established with the uprising of 
the people. In addition, Parisians consisted of the members of the First International launched a 
＂Central Committee of the Republic of Paris 20 Districts＂. While the defense government feared 
the rise of revolutionary forces and proceeded with the truce, it gained nationwide support in the 
National Assembly election, February 1871. Louis Adolphe Thiers, who was elected Secretary 
of State in the Bordeaux Parliament, prioritized the end of the war and the restoration of order 
in Paris. On the other hand, in Paris, revolutionary forces such as the Blanqui faction became 
major power in a ＂Central Committee of the Republic of Paris 20 Districts＂, and the power of the 
National Guard was also increasing. But, ＂Central Committee for the National Guard＂　was a 
non-partisan mass organization, and was in conflict with a ＂Central Committee of the Republic 
of Paris 20 Districts＂.　In March, the population of small bourgeois intellectuals and workers 
won the commune council election . ＂Declaration of the Paris Commune＂ was issued on March 28. 
However, the government of Versailles cut off communications between Paris and the provinces 
and launched a second attack against the Commune in April. The Commune Council established 
＂Public Security Commission＂ (the Revolutionary Government) to oppose the government of 
Versailles, but suffered complete defeat due to internal conflicts (May 21-28: ＂Blood Week＂).
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